
代
日
ハ
机
税
の
担
任
〉
は
務
士
か
ら
、
年
荷
役
〈
大

肌
屋
に
あ
た
る
）
は
沼
保
の
伊
東
次
郎
左
衛
門
祐
直

が
任
命
さ
れ
た
。

天
保
十
年
（

一
八
三
九〉

加
賀
滞
に
は
地
方
制
度

の
改
市
が
行
な
わ
れ
、

ト引の
三
位
組
を
次
郎
定
術
川

の
刷
子～円以四
郎
祐
治
が
十
村
役
と
代
官
役
を
併
任
し

て
一
万
石
余
り
の
地
を
支
配
す
る
こ
と
と
な
り
、
彦

四
郎
の
嗣
子
次
郎
克
術
門
祐
川
に
及
ん
で
明
治
維
新

を
迎
え
た
。

各
村
の
肝
煎

（
村
長
）

は
こ
の
十
村
代
官
の
指
卸

較
督
下
に
執
務
し
て
い
た
。
宮
崎
対
の
歴
史
と
生
活

（
一
八
五
頁
）
に
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
三

位
紘
が
存
在
し
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
誤
謬
で
あ

る
。
明
治
二
十

一
年
（
一

八
八
八
）
十

一
月
「
東
文

書
」
に
よ
る
と
、
「
町
村
会
併
の
件
御
議
問
」
の
師
、

下
新
川
郡
出
保
村
等
答
申
要
員
会
が
郡
長
に
「
一
二
位

組
ト
畿
百
年
称

ν
来

リ

ν原
因
ノ
ア
リ
テ
地
方
ノ

総
称
ナ
レ
パ
町
村
制
実
施
セ

ヲ
ル
ル
上
ハ

三
位
町

ト
相
成
山
戸
ベ
キ
モ
ノ
」
と
泊
町
の
父
抑
制
に
反
対
し
て

い
る
。
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品

Y

‘＝
三
位
と
い
う
店
の
依
初
の
’
M

人
献
は
、

ん
仁
川
十
一
年

〈
七
八

O
〉
の

「
西
大
寺
皆
川
削
船
」
に
見
ら
れ
る

「
新
川
郡
佐
味
庄
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
佐
味
の
名
は

開
妬
者
住
昧
氏
よ
り
出
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

「
姓
氏
録
」
に
佐
味
氏
は
治
神
天
h
．4
り
日
子
良
成
入

彦
命
の
子
孫
と
あ
る。

「
社
喜
式
」
の
駅
間
の
条
に

「
広
橋
、布
砲
、佐
味
」

と
あ
る
点
か
ら
考
察
し
て
、
そ
の
地
域
は
黒
東
地
域

を
指
す
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
変
選
が
あ
っ
て
、
写
真
に
見
受

け
ら
れ
る
さ
一
位
組
と
は
泊
、

沼
保、

荒
川
新
、
大
屋

横
尾
、
笹
川
、
宮
崎、

境
、
大
平
、
道
下
、
南
保
、

石
谷
、
蛭
俗
、
山
崎
、
山
崎
新
、
中
野
〈
野
中
で
は

な
い
）

、
今
江
、
舟
見
、
愛
本
．料
、
川

n、
叩
ぃ山
中、

音
沢
の
二
十
二
カ
村
の
地
凶
で
あ
る
。

三
位
組
は
文
政
四
年
〈
一
八
こ
こ
に
泣
山
さ
れ
、

／〆

全
員
協
調
会

七
、
三
一

L

泊
中
学
佐
敷
地
に
つ
い
て

一
郎
小
沢
併
決
氾
こ
つ
い
て
、
同
州
制
の
ね
U
Y川
地
料

宮
支
払
・ソ
こ
と
と
し

て

γ
桝
官
得
た
こ
と
な
報

告、

了
承

Z

七
、

一
八
九
符
に
つ
い
て

す
み
や
か
に
佐
山
対
策
を
た
て
万
引
を
川
す
よ
う

民
出

仏
国
民
館
山
保
持
、
税
条
例
的
改
正
に
つ
い
て
（
税

中
中
）

ト
ャ
議
人一’に
お
レ
て
寄
読
す
る
が

一
一日
，J
一広

よ

町
円
以
川
前
り
報
告

山

，丸
町
土
問
改
川代小
ド
業
F

仇
川
伊
川
）

仙

γ
九
川
悦
ハ
カ
ス
の
調
ι礼状
川仇

山川

．
h
ケ
化
小
J
Fμ
．・ぶ
’N
か
土
ど
の
け
I
い
に
つ
い

て

＼

1
Jノ

第
四
凶
議
会
山
時
会

八
、
二
・
一

一

り

て

冗
u
抱

一
号
弁
吠
処
分
W
A
U
，

Z
の

一

一

必
決
訂
十
一

い勺

附

和
三
十
九
十ゴ

一
よ
一

月
明
日
川e

一
心
合
計
補
正
予
比

一

一

（
山
一

号）

一

だ

一
議
出
第

一
号

叶

川

町
陶
h

丸
山
山
保
険

一

一

説
先
例
一
郎
は
HW

の
件

－b4
一
議
五
第
二

号

ー

や
品
川
u
知
的
の
件

一
4
2

一

（
泊
中
学
K
以
内
休
似
叫
知
築
工

一
議
一

工
事
諦

r
m凶

、
九
九

O
万
川

戸

」

・・

l

向
三
九
、
入
、

一
一

a
i
t

－－

mM
十一心
開
O
、
二
、
ニ
八

契
約
の
相
子
方
出
点
十
・姐
工
業
K
K

以
上
三
件
ゑ
・
認
、
J

川決
、
同
店

閉
会
品
川
会
員
協
迎
会
開
rh

－

工
川
紡
欽
に
附
す
る
補
償
に
つ
い
て
制
俄
削
に

お
い
て
は
、
会
社
と
の
交
山
刈
引
に
お
い
て
河
川札

修
夜
す
る
こ
と
と
し
了
ゑ

Z

都
市
下
広
路、

泊
下
木
路
工一平
下
茶
肉
店
に
つ

い
て

（
＝一
カ
年
世
間
税
事
業
〉

事
英
資
総

額

一

、
二
一二

O
力
刊

地
冗
負
担
金
に
つ
い
て
県
議
が
あ
り
辿
技
・
を
員
会

に
川
々
付
托
審
議
と
な
る
。

丘

小

中
校
給
食
市
北
間
俗
的
に
つ
い
て

五
カ
山
小
川
小
舷

経

質

一
ニ
O
一一一
、

0
00
川

悦
川
小
学
校

経

役

八

一

、

0
0
0川

f
，山小

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
悩
人
に
つ
い
て

f
・が，

i

・0

ぺ川市
調
告
に
つ
い
て

崎
町
と
の
れん
刷朴
氏
ぺ
九
州
守

に

ウ
い
て
は
絶
務
委
員

会
に
付

パ

以

上

地
籍
調
査
が

は
じ
ま
り
ま
す

一引
け
町
で
は
九
パ
ヤ
旬
か
ら
同
ト一
割
合
－訟
に
基
づ

く

一
沼
地
調
止
賀
会
以
常
事
”rr
と
し
て
い
川
め
ま
す
。

目』
れ
は
土
地
の
同
釣
湖
特
の
よ
う
な
井
草
に
点
要

な
訓
併
で
す
。

地
和
訓
絞
は
そ
の
店
小
山
川
川
州
い
川
か
ら
は
じ
ま
り
ま

す
が
、
杭
市
川
一川
ほ
か
－第

一
片
隅
と
し
、
4
0
N
似
・州
以
に

よ
ソ
川
付
け
か
』
す
る
た
め
の
コ

ン
グ
リ
l
卜
仏
を
即

め
ま
す
。

川
め
る
削
の
加
古
と
し
て
竹
子
宮
怠
’
し
て
行
き
ま

す
の
で
、
竹
川ー
を
刊
一
き
取
勺

た
り
札
一か
さ
な
い
よ
う

一
票
に
ま
ご
こ
ろ

こ
め
て
県
。つ
く
り

九
月
十
五
日
は
富
山
県
知
事
選
挙
日
で
す

・

み
ん
な
こ
ぞ
っ
て
拘
束
し
ま
し
ょ
う
。

た
仇
す
る
こ
と
は
あ
な
た
の
統
制
化
欣
山内

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

H
U
V
ペ
航
し
て

わ
た
し
の
県
政
ど
れ
が
す
ゐ
H

に
し
て
く
だ
さ
い
。
竹
下
に
は
十
五
仰
角
の
小
旗
を

つ
け
、
同
士
調
貨
と
若
い
た
札
が
つ
い
て
い
お
り、

こ
の
下
に
コ

ン
グ
リ
l
ト
坑
を
矧
め
ま
す
ω

役
場
か
ら

一
筆
調
査
の
た
め
現
地
に
山
か
け
ま
す

が
、
そ
の
時
は
地
籍
調
査
委
員
の
方
と
連
絡
の
う
え

調
貧
し
ま
す
の
で
、
自
分
の
所
約
的
と
隣
接
帥
．
の
捷

界
〈
隣
住
地
の
地
主
の
方
と
相
談
の
う
え
）
に
必
ず

杭
（長
さ
一

米

μ、
水
ま
た
は
竹
竿
）
合
判
勺
て
涜
界

の
れ
易
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
し
て
九
だ
さ
い
。

な
お
相
側
交
の
阪
に
は
必
ず
本
人
が
以
ち
合
っ
て
く

だ
さ
レ
。

（

山

山

政

調
）n

γ
ι
a
a・
内
同
U



…l：

」

字
尻
江
に
あ
る
竹
内
家
の
地
神
に
は
一
七

一
園
駅
幽
聞
事
一
川
叶

L
－

一

材
陰
刻
の
板
五
絡
が
あ
る
。
長
年
月
で
石

・・

1
J
：

‘

…
は
風
化
さ
れ
、

彫
刻
も
一
小
俳
明
で
あ
る
が

～

定

化

防

一

立

派

に

形

が

残

っ

て

い

る

。

；

・l
卜

：
l
－

L
・
I
・川

γ
｝

字
田
中
の
小
林
家
の
地
利
五
輪
の
催
、

ま
た
最
禅
地
に
あ
る
長
井
家
の
．政
五
愉
も

笹
川
は
友
に
八
幡
山
、

右
に
後
四
悶
鼠
山
古
く
、
と
も
に
室
町
時
代
の
特
徴
形
式
が

が
切
り
立
ち
、
村
の
周
闘
を
い
献
の
山
岳
を
う
か
が
わ
れ
、
同
期
の
も
の
で
な
い
か
じ

も
っ

て
め
ぐ
ら
し
、
こ
の
間
一
ノ
谷
や
サ
云
わ
れ
て
い
る
。

カ
イ
谷
か
ら
流
れ
落
ち
る
水
を
わ
ず
か
二

こ

と

に
宮
の
平
長
好
家
の
も
の
に
、
右

旦
余
り
で

富

山

湾

に

代

そ

ぐ

。

手

に

単

一

刈
一
践
を
、
左
手
に
王
を
持
っ
た
百

山
住
の
谷
附
か
ら
川
水
セ
ン
セ
ン
と
し
舵
の
石
立
像
が
あ
る
。
作
の
年
代
は
不
明

品

v
v

、
I
，

て
笹
川
に
流
れ
溺
ち
る
附
近
一

面
に
縦
が

だ

が

、
他
家
の
も
の
と
会
く
興
っ
た
形
式

：d

，
ゥ

ー
で
一面
白
レ
と
忠
ぅ
。

繁
足
し
て
い
た
の
で
こ
の
間
を
係
郷
と
初

仙

w

”h
リ

tz
h
y
e

し
た
。
天
文
二
年
の
－X
献
に
佐
川
村
と
配

川
＼ら

さ
れ
、

宝
氷
以
後
の
公
湖
文
寄
に
は
征
川

J

と
併
称
さ
れ
て
い
る
。

ん

笹
川
は
水
質
よ
く
か

つ
て
出
迎
持
も
あ

‘

っ
た
。

七
聖
路
の
奇
張
、
白
湯
の
か
か
る
権
現

世

山
の
姿
勢
は
笹
川
郷
を
泉
徴
す
る
如
く
、

い
か
に
も
科
川
惜
別
で
以
向
く
感
ぜ
ら
れ

る
。
読
流
と
山
川
に
包
ま
れ
た
笹
川
はい
ヱ
。

る
所
長
勝
明
断
で
あ
ら
ざ
る
は
な
く
、－
V〈

白
川
附
光
地
と
し
て
も
川
町
随
一
と
一五
え
よ

〉
吋
J

。こ
の
地
の
起
諒
年
代
に
つ
い
て
は
つ
ま

び
ら
か
で
な
い
が
、
明
白
に
な
る
の
は
室

町
崎
代
の
こ
ろ
か
ら
江
戸
初
期
こ
ろ
で
あ

ヲ

Q
O

，h
ケ

笹
川
郷
へ
最
初
に
き
た
も
の
は
「
完
」

「
反
衛
門
」
の
二
人
で
、
こ
こ
に
居
住
し

た
と
い
う
。

日村
彼
川
郷
を
妬
い
た
と
ん
仏
え
ら
れ
る
七

家
（
竹
内
、
長
井
、
小
林
、

堀
内
、
深
松
、

折
む
、
字
体
）
を
七
人
の
刷
闘
と
称
し、

郷
の
政
治
経
一
向
す
べ
て
に
大
き
な
挑
利
宣

持
っ
て
い
た
と
レ
ぅ
。

七
人
の
同
箇
は
村
の
京
分
け
で
、
’br
も

そ
の
後
簡
は
祖
先
の
必
を
地
神
険
と
呼
ん

で
、
毘
敷
内
の
一
隅
に
五
輪
の
塔
を
辿
て

地
神
を
担
っ
て
い
る
。

五
輪
は
地
水
火
風
明
を
象
徴
す
る
も
の

で
あ
る
。

(2) 昭和 39年 9月 10日
月 刊〈毎月10日発行）ひさあ（塁？室長錫ぷ）銘109ぢ

れ
た
土
器
は
靖
生
式
土
器
と
し
て
話
婚
を

よ
び
、
研
究
家
の
関
心
を
そ
そ
り
、

宮
崎

筑
や
宮
崎
減
と
と
も
に
見
逃
せ
な
い
所
で

あ
る
。

字
宮
平
に
正
覚
寺
が
あ
る
。

宮
崎
城
の

武
将
小
塚
裕
太
夫
が
最
禅
坊
〈
禅
宗
）
に

入
っ
て
剃
挺
し、

京
念
と
改
め
、
後
真
宗

に
柑
依
し
、
二
代
乗
念
が
元
和
五
年
に
寺

可げ
を
受
け
正
覚
寺
と
称
し
た
。

J

門
は
江
戸
期
の
他
山
円
で
あ
る
が
、

形
J
q

A

く
立
派
で
あ
る
。

本
山g
A
例
治
初
期
で
あ
ろ
う
か
、

再
山
比

さ
れ
た
も
r

と
推
察
さ
れ
る
。

同
寺
の
庭
協
は
明
治
中
期
の
茶
人
殿
村

洗
心
の
作
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
。

同
然
の
山
形
に
地
を
配
し
た
か
く
れ
た

名
凶
で
あ
る
。

七
月
十
日
脱
原
良
志
氏
を
招
き
、

一
行
と
と
も
に
椛
川
を
み
る

柳

南

ιγ

統
合
泊
中
学
校

第
四
期
工
事
着
工

u
A
 

’aJ
 

ま
た
仕
切
が
谷
附
近
に
は
先
住
民
肢
が

い
た
と
が
…
え
ら
れ
、
古
い
土
出
の
端
片
が

発
堀
さ
れ
、

特
に
・
子
明
記
横
か
ら
掘
り
出
さ

公 明 選 挙

LLI 

〉

計
問
中
の
統
合
泊
小
学
校
第
四
期
工
．w’

は
、
入
札
の
結
見
、
黒
東
土
挫
工
業
株
式

会
社
が
落
札
し、

現
従
基
礎
工
事
が
脱
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
生
活
は
正
し
い
政
治
か
ら

選
挙
は
民
主
的
治
の
諒
院
で
あ
り
、

明
る
く
縦
か
な
生
川
は
正
し

い
滋
挙
に
よ
っ
て
こ
そ
史
現
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
股
近
の
選
挙
は
必
ず
し
も
明
る
く
正
し
い
も
の

で
な
い
こ
と
は
大
変
迫
憾
な
こ
と
で
す
。

濯
挙
に
な
る
と
い
つ
も
云
わ
れ
ま
す
。

J
貝
代
饗
応
は
や
め
ま
し
ょ
う
H

と
。
質
的
荘
応
は
山
政
選
教
の
松

炉
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
心
に
き
め
て
日
叫
涛
応
宏
追

放
し
、
正
し
い
人
を
選
び
、
明
る
い
政
治
で
明
る
い
社
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

ゴ
』
の

一
摂
政
治
と
家
路
に
か
け
る
ほ炉

〈例
日
町
公
明
滋
挙
枕
進
協
議
会
）

建

築

概

要

一、

組
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⑦
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①
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台
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学
生
々
徒
の
非
行
増
加

夏
休
み
の
少
年
補
導
状
況

県
下
の
少
年
不
良
化
は
椴
近
ふ
え
る
一

方
で
す
。
し
か
も
磁
的
に
ふ
え
る
ば
か
り

で
な
く
、
質
的
に
も
川
忠
川
し
、
性
犯
訂

の
激
柄
、
不
良
化
年
九
刊
の
似
下
な
ど
、
き

わ
め
て
乞
倣
な
段
階
に
き
て
い
ま
す
。

七
、
八
月
の
．
夏
休
み
則
聞
を
中
心
に
、

少
年
補
導
二
ン
タ
ー
や
入
普
監
察
署
が
取

掠
っ
た
少
年
補
導
の
状
況
を
ま
と
め
た
と

こ
ろ
別
表
の
よ
う
な
結
県
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
表
が
示
す
特
徴
点
を
と
り
あ
げ

て
、
少
年
、
成
人
を
聞
わ
ず
お
互
い
に
今

一
度
反
省
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
徴
点
と
し
て
は

O
学
生
生
徒
の
非
行
が
全
体
の
六
O
M
m
を

占
め
て
い
る
。

特
に
高
校
生
の
非
行
が
全
体
の
三
七
%

に
達
し
た
。

O
不
純
異
性
交
逃
と
し
て
補
導
さ
れ
た
も

の
が
ご
二
人
も
あ
る
。

O
飲
酒
、
町
一
岡
崎
が
補
導
件
数
の
二
O
%
強

を
占
め
て
い
る
。

O
愛
の
か
ね
が
鳴
っ
て
も
、
帰
宅
し
な
い

で
深
夜
ま
で
外
出
し
て
い
る
も
の
が
七

O
人
も
あ
っ
た
。
（
入
善
笹
山
町
署
〉

い
る
と
い
う
か
ら
、
一
位
す
べ
て
神
の
一
ず

が
終
戦
後
附
紙
の
チ
と
な
り
民
て
た
私
た

ち
に
は
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。

産
業
、
経
炉
、
文
化
、
学
的
等
世
界
の

大
国
の
仲
間
入
り
を
し
た
日
瓜
が
、
社
会

通
総
出
で
は
杭
開
発
凶
に
凶
し
た
こ
と
は

械
め
て
烈
念
£
倒
な
こ
と
で
あ
る
。

日
本
繁
栄
の
道
は
科
学
技
術
の
向
上
と

観
光
開
発
に
あ
る
こ
と
は
摘
を
ま
た
ぬ
。

資
棋
に
乏
し
い
が
ゆ
え
に
催
れ
た
坊
と
、

混
同
さ
と
勤
勉
さ
を
も
っ
て
世
界
一
の
科

学
校
術
国
を
志
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
運

命
を
背
負
っ
て
い
る
。

世
界
最
一
一
位
の
観
光
綜
も
お
異
的
な
発

達
に
よ
っ
て
ん
で
の
持
ち
ぐ
さ
れ
で
な
く
な

っ
た
G

し
か
し
こ
の
両
者
に
清
新
な
血
欣
を
常

に
送
る
も
の
は
道
義
心
だ
山
誠
実
な
人
間

愛
人
類
愛
の
土
法
に
育
つ
向
く
呪
い
道
義

心
が
そ
れ
だ
。

学
校
、
家
一
託
、
社
合
そ
の
他
崎
川
町
咋
あ

ら
ゆ
る
教
」
ほ
の
巾
拡
合
な
す

4
A，か
こ
の

道
義
じ
の
育
成
地
問
で
あ
る
と
札
ず
る
。

そ
の
た
め
に
は
学
校
数
d

げ
と
M
じ
く
、
円
余

陪
社
会
…川
教
育
を
似
本
附
に
引
い刊
し
た
教

有
制
度
の
確
立
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
希
却

し
て
や
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
。

英
国
の
首
相
イ
1
デ
ン
氏
が

．作
利
の

栄
一
越
は
最
山
氏
の
教
ぃ
刊
制
山
を
持
つ
凶
の
上

に
聞
く
」
と
説
い
た
。

向
一作
市
川
方
町
の
下
料
川
・社
会
以
祉
事

務
叶
に
七
月

一
日
か
ら
「
家
庭
児
童
相
談

宅
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
u

こ
れ
は
、

家

一位
は
兇
必
古
川
の
基
離
で
あ
り
、
児
童
の

人
約
必
叫
に
つ
い
て
き
わ
め
て
大
き
な
拶

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
山
京
の
家
叫
に
お
け
る
人
間
別
品開の

健
全
化
及
び
川
意
核
心
行
の
通
叱
化
等
の
相

談
指
導
援
助
を
一允
尖
強
化
す
る
た
め
に
泣

目
さ
れ
た
も
の
で
す
。

相
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・
一
で
に
は
、
二
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の
り
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が
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検
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叶

l明
1

出
、
児
童
の
粕
神
発
達
、

家

U
O
－l
h
il
l
－

－

1
14
9
4．
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－
－
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｜

円

．

3
1
1

e

l
J
G
一
月

一
円
か
ら
発
比
し
た
が
、

ー－

I
i
l
li

l
i
－
－
3
2乱

－2
u
ti－
…
山
引
川
祉
の
た
め

m域
家
庭

ぉ一
生

伺

河

川同
ー
竺

1

1

M

M

－一叫
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れ
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別

一
物
品
～

日行
士

宮

一一

一
株
拍
子
級
等
と
光
分
沌
絡
を
緊

＼

為

一
品
誘
一
日
場
主

－－

一
街
に
し
、
業
坊
を
許
躍
す
る

＼

行

一

会
あ

i

合
一
も
の
で
あ
り
ま
す
。

＼

f

一
物
姉
不
飲
町
、
焼
不
校
そ
ノ
ヰ

＼

－

一

（
民
生
謀
〉

家
庭
児
童
相
談
室
が

開
設
さ
れ
ま
し
た

九・
十
月
の

心
配
ご

と
相
談

判
日
町
紅
会
加
畑
任
協
議
会
で
は
、
次
の

よ
う
に
九
、

十
月
の
心
配
ご
と
相
訪
員
の

日
程
を
定
め
、
み
な
さ
ん
の
日
常
生
店
に

お
け
る
い
ろ
い
ろ
の
悩
み
ご
と
の
相
設
川

手
と
な
り
、
心
虻
ご
と
の
解
決
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

問
聞
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
相
談
に
お

レ
で
く
だ
さ
レ
b

相
以
内
容
に
つ
い
て
は

d
刊
の
版
り
以
い
と
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
湯
川

納
治
安
定
山
刺
日
分
室
隣

二

時

間

毎

週
月
賦
日
午
前
十
陪
よ
り

午
峰
三
時
ま
で

一
、
期
日
お
よ
び
和
議
員

九

月

七

日

寺

内

行

晃

出

敬

三

一
一

円

引

野

凶

隆

俊

’川

は

逝

雄

二
一
一川

谷
地
元
消
典

竹
内
山
之
助

二
八

日

中

野

勝

三

郎

加
一
時
敏
雄

十

月

五

日

夜

田

祐

芳

水

野

す

な

一
二
日

高

田

啓

次

沢

本

啓

次

一
九

日

記

敬

三
寺

内

行

晃

二
六
日

ト問
戊

忠

盛

野

m
隆

俊

〈民
生
課
）

川
に
ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

町
を
裂
し
く
す
る
目
辿
動
の一

環
と
し
て

H

河
川
に
ゴ
ー
を
抗
て
な
い
通
勤
ρ

が
mk

下
で
山
吹
秘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
川
に
ゴ
土、

を
拾
て
る
人
が
依
黙
と
し
て
あ
と
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

ゴ
ー
や
w
m
芥
は
市
以
で
川町
．
障
で
き
る
も

の
は
す
べ
て
焼
却
し
た
り
し
、
台
所
か
ら

出
や
す
い
汚
物
は
一凡
く
の
波
地
に
埠
め
る

な
ど
し
て
く
だ
さ
い
ω
そ
し
て
ゴ
号
、
特
出

は
必
ず
殻
縦
し
ま
し
ょ
う
。
（
民
生
課
）
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的
来
年
度
の
水
稲
奨
励
品
峠
仰
が
変
わ
り
反
牧
は
最

μは
十
五
万
円
も
あ
る
よ
う
で

ま
す
の
で
民
意
し
て
く
だ
さ
い
。

す
。
山
聞
の
畑
で
は
裕
望
な
作
物
で
あ

即
ち
山
陰
十
七
号
と
ヨ
モ
ヒ
カ
リ
が
る
。
反
牧
の
少
詮
い
と
き
で
は
保
附
さ
れ

除
外
さ
れ
ま
す
か
ら
、
と
の
品
和
の
て
い
ま
す
。

作
付
け
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
従
来
の
た
ば
こ
の
乾
燥
は
凶
縦
で
し
た

さ
い
。
越
前－
一十
九
匂
は
ヨ
モ
マ
サ
が
、
現
在
は
重
油
バ

l
ナ
で
非
常
に
楽
に

D
と
匁
称
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
な
り
ま
し
た
の
で
、
設
業
枚
入
倍
加
の
た

品
納
の
特
性
に

つ
い
て
今
年
乍
ら
れ
め
平
担
地
で
も
取
入
れ
て
よ
い
作
物
で

｛
ー
す
。
後
日
朝
日
町
で
こ
の
作
付
希
望
者
の

た
虫
家
に
よ
く
聞
い
て
州
籾
吉
川
町
偽

し

て

く

だ

さ

い

。

取

り

ま

と

め

が

あ

る

よ

う

で

す

か

ら

今

か

ら
考
え
て
み
て
く
だ
さ
し

例
制
子
の
更
新
に
つ
い
て

〈
仏
慈
の
週
間
に
つ
い
て

自
家
探
林
ば
か
判
ソ
し
て
い
ま
す
と
、

L

鋭
品
村
の
混
入
や
品
粍
の
特
性
が
充
ゴ
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
訪
山
県
で
は

分
発
部
し
な
い
伸
子
に
な
り
ま
す
の
草
の
週
間
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の

で
、
必
ず
三
与
に

一
度
は
採
杭
仰
の
農
業
は
草
の
民
用
こ
そ
日
本
農
業
に
は
最

称
籾
を
附
入
し
て
更
新
す
る
よ
う
に
大
の
つ
け
目
で
す
か
ら
、
こ
の
期
聞
を
回
附

し

て

く

だ

さ

い

。

会

に

草

の

利

用

に

努

め

る

と

と

も

に

、

品

ム
た
ば
こ
を
作
り
ま
し
ょ
う

冊
目
の
良
い
草
の

m舶
に
努
力
い
た
し
ま
し

取
近
た
ば
こ
の
明
以
計
一
仰
が
専
売
向
で
よ
う
。
家
造
の
立
場
か
ら
見
て
も
大
い
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
時
期
に

，b
日
制
さ
れ
る
も
の
で
す
。
牧
草
弧
子
の
配

削
日
町
で
も
た
ば
こ
を
作
っ
て
み
れ
ば
布
も
県
で
巧
え
て
い
ま
ず
か
ら
利
用
し
ま

と
巧
え
ら
れ
ま
す
。
今
年
の
た
ば
こ
の
し
よ
う
。

（

朝

日
投
業
改
良
川
W
及
所
）

朝
日
地
区
有
線
放
送

共
同
施
設
が
完
成
し
ま
し
た

昨
年
よ
り
朝
日
町
の
従
川
、
泊
、
五
箇

正
、
南
保
、
犬
家
げ
は
山
以
来
協
同
組
合
の
有

線
を
統
A

併
す
る
計
酎
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
春
来
よ
り
町
当
局
を
始
め
名
関

係
機
関
の
ご
協
力
に
よ
り
こ
れ
が
央
現
の

連
び
と
な
り
、
去
る
六
月
三
日
に
工
事
入

札
の
結
果
神
田
通
信
工
会
K
E
に
工
費
三

八

O
万
円
で
潟
札
し
、
直
ち
に
着
工

し

た
。
本
部
を
役
場
に
氏
き
、
放
送
山
中
を
新

築
し
、
中
継
向
動
交
換
機
を
設
遺
し
て
各

農
協
交
換
機
に
持
続
す
る
こ
と
に
な
り
、

名
農
協
組
合
員
は
も
ち
ろ
ん
町
広
報
防
犯

等
に
多
大
の
成
川
町
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
工

場
も
八
月
二
十
日
に
完
成
し
九
月
一
日
よ

り
部
務
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

業
務
時
間
、
役
均
放
送
、
政
事
放
辺
通

話
料
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
の
で

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

前
線
放
送
の
京
務
時
間
は
次
の
と
お
り

白

四

月

一
日
｝

F

一

｝
五
時
よ
り
一一十
一
時
ま
で

歪
十
月
三
十

一
日
「

内
十

一
月

一

H
F
・

五
三
月
三
十
一
日
』

－（
附
よ
り
一
一
小
向
ま
で

次
の
放
送
時
間
中
は

一
仙
の
通
話
を
ご

諮
ほ
く
だ
さ
い
。

・
一ハ時

t
六
時
手
分
l
ヲ
ヂ
オ
ニ
ュ
ー
ス

l
農
協
伝
述
政
送

2
士
一時

t
士一
時
十
五
分
H
ラ
ヂ
オ
ニ
ュ
ー
ス

士
一
時
芸
分
、f
主
一
時
＝
十
分
日
役
場
放
送

『
酬
に

In
－－4
H
H
E

十一主川
一一十分、
t
主
時
一
平
分
日
制
訓
七
日
必

－
十
九
州
J
十九時
＋
以
分
H
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス

十
ル
院
主
分
l
＋九
時
ニ
十
分
H
役
場
放
送

ー
農
協
伝
達

し時
二
十
分
J
完
時
一
手
ナ
I
放
送

な
お
中
継
交
換
機
利
用
の
泊
話
料
は
十

円
、
業
持
時
間
外
の
通
話
料
は
二
十
円
散

は
い
た
し
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
全
安
運
動

9
月

刊

日

t
M抗
日

正
し
い
交
沌
の
き
ま
り
を
徹
氏
し
、
事

前
、
の
な
い
明
る
い
町
，
つ
く
り
を
め
ざ
し
て

本
年
も
九
月
十
五
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

の
十
日
間
、
全
同

一
行
に
秋
の
交
一泊
友
金

運
肋
が
は
じ
ま
り
支
す
。

交
山
山
中
位
は
ご
れ
じ
の
と
お
り
う
な
ぎ

の
ぼ
り
に
附
加
す
る
一
加
で
、
入
芯
略
目
第

流
行
内
で
も
、
こ
の
八
月
ぷ
で
一
一
一
二
件

と
、
昨
年
川
朋
よ
り
七
件
も
れ
ま
わ

っ
て

い
ま
す
。

事
政
は
よ
く
沢
佐
と
あ
き
ら
め
ら
れ
が

ち
で
す
が
、
こ
れ
は
出
り
で
、
お
互
い
の

心
が
け
一

つ
で
－M
派
に
防
げ
る
も
の
で

す
。

特
に
安
全
．
辿
動
に
あ
た
っ

て
は
、
次
の

こ
と
が
ら
を
よ
く
マ
り
ま
し
ょ
う
。

or喝
を
歩
く
と
き
は
、
釈
し
く
右
は
し
を

泊
り
ま
し
ょ
う
。

O
泌
を
梢
切
る
と
き
は
、
十
ね
た
か
ら
向
劫

引
が
こ
な
い
か
よ
く
硝
め
て
か
ら
哨
．
り

ま
し
ょ
う
。

O
自
動
車
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
あ
と
は
危
険

で
す
か
ら
泌
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

A
ノ
。

。
“
出
動
以
は
ド
比
例
を

一
列
で
正
し
く
品
川
り

占
晶

1
レ
ト
ι
Aノ
0

0
川
を
飲
ん
で
の
連
転
や
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
す
ぎ
は
段
も
む
険
で
す
か
ら
や
め
ま

し
ょ
う
。
（
入
小
校
時
帰
京
将
）

秋
季
々
節
保
育
所
開
設
案
内

い
よ
い
よ
秋
の
刈
込
み
も
た
け
な
わ
と

な
り
ま
し
た
。
制
H
町
で
は
農
繁
期
の
児

指
向
慌
の
肘
焼
と
し
て
次
の
期
間
手
節
保

町
附
を
開
設
し
ま
す
か
ら
ど
刷
用
く
だ
さ

、U’l
v
 

ーし

月
山
似
打
一山川

9
0
月

M
H
t
m
月
刊
引

い
除
塚
侭
打
所

8
岡
部
門
J
叩
月
日
日

子
山
祈
保
有
所

8
月
刊
ω
リ
J
刊
月

7
リ

A
U

乳
児
検
診

し
閉
山
陣
地
区

九
月
七

日
十
三
、

g
t十

五
、
8

操
業
セ
ン
タ
ー

山
崎
帥
区
殿
町
、
辻
、
小
在
地
保
育
所

8
月
初
日

t
m月
7
日

山
崎
刷
区

九
月
二
十
九
日

ム
結
核
検
診

湯
ノ
瀬
仙
川
区

九
月
八
日

主
、0
0
1
十
五
、0
0

十
、oot
主
、0
0

小
川
溢
泉
元
湯

全
町
（
米
R
v
一検
刀
）

九
バ
十

一
い

い

て

8
2
克
、0
0

泊
公
民
館

6 
三成

九 ~n 人
月町 J~；i 
十検
六診
ll 

＋U
一、
3
1
主
、
8

2

一
浦
町
輪
覚
寺

仲
山
町
、
焔
向
町
、

UU

口
ぶ
町
、
京
下
町

九

月

十

八

日

主

一、
ωo
t十五、
0
0

神
間
町
検
香

川
川
保
、
桜
町
地
民

九
月
一一一
十
ハ

十五
、
8
t去
、
8

2

川
町
保
育
附

A
考
人
陀
脱
一
給
食
（
六
五
才
以
上
〉

九
月
二
十
二
日

て

の
O
I室
、
包

能
川
公
民
館

A
的
制
検
診

九
月
二
十
．ム
H

十
日
、
oot
Z
、0
0

保

健

所
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